
― 5 ―

●第2回子育て生活基本調査（小・中版）
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ここで説明する基本属性は、分析の中心である首都圏・小01 ～中03 生の子どもをも
つ母親6,085人を母体とした数値である。

基本属性

子どもの性別は、「男子」51.4％、「女子」
48.4％と若干男子が多い（図A－1）。
学年は、小学生が各学年10％前後、中学生

が各学年14％前後である（図A－2）。
子どもの出生順位は、「第１子」と「第２

子」以降がそれぞれ約半数であった（図A－
03）。
学校の種類は、小学生で「公立」が89.9％、

「私立」が10.1％であり、中学生で「公立」が
77.2％、「私立」が22.8％であった（図A－4）。
調査対象地域（東京都、埼玉県、千葉県、神
奈川県）の「私立」校に通う児童・生徒の割
合は、小学生が2.3％、中学生が12.7％である
（文部科学省「平成14年度学校基本調査速報」
より）ため、今回の調査母体は「私立」に通
う児童・生徒がやや多いといえる。

Ａ 子どもの属性

■図A－1　子どもの性別（学年別） 

■図A－2　子どもの学年 

■図A－3　子どもの出生順位 
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■図A－4　学校の種類（学校段階別） 
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父母の年代層の中心は、30代後半～40代前
半である（図B－01）。平均年齢は、小01 生
の子どもをもつ父親が38.5歳、母親36.0歳で、
子どもの学年が上がるとともに年齢も上昇
し、中03 生の子どもをもつ父親が46.6歳、母
親43.7歳となる（表B－01）。
父親の職種は、「管理職（官公庁や民間企

業の課長以上の管理職）」「事務職（官公庁や
民間企業の一般事務、経理、営業職など）」
「技能労働（製造、修理、大工、とび職など
の熟練労働）」の順に多かった（図B－02）。
母親の就業状況は、「専業主婦」37.0％、

「パートやフリー（在宅ワークも含む）」

38.6％、「常勤（フルタイム）」17.2％である
（図B－03）。しかし、小学校低学年のうちは、
「専業主婦」が多く、学年が上がるにつれて
「パートやフリー」の割合が高くなる傾向が
ある。
さらに、「パートやフリー」「常勤」の職種

をみると、「販売職・サービス職（販売店員、
美容師、クリーニング、接客など）」と「事
務職」が多かった（図B－04）。ただし、「パ
ートやフリー」は「販売職・サービス職」の
割合が高く、「常勤」は「事務職」や「専門
職（教師、医師、看護師、法律家、研究者な
ど）」の割合が高い傾向があった。

B 保護者の属性

■図B－1　父親・母親の年齢 
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■表B－1　父親・母親の平均年齢 

■図B－3　母親の就業状況 

■図B－2　父親の職種 
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■図B－4　母親の職種 
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学校の設立地域をみると、「東京都」35.5
％、「埼玉県」22.3％、「千葉県」20.0％、「神
奈川県」22.4％であった（図C－1）。越境し
て進学しているケースも含まれている可能
性はあるが、この割合はほぼ居住地域に重
なると考えてよい。
家族構成は04 分の03 が「核家族」で、「三

世代同居家族」は02 割にとどまる（図Ｃ－2）。
それを反映して、同居人数は「03 ～05 人」で
08 割弱を占める（図C－3）。同居している人
も、「配偶者」と「子ども」が中心である
（図C－4）。

家庭環境に関する項目のなかで、パソコ
ンを使っているかどうかを質問したものを
取り上げた（図C－5）。これをみると、父
親、母親、子どもともに05 ～06 割程度がパ
ソコンを利用しており、パソコンが日常生
活のなかに浸透していることが分かる。子
どもの利用状況について学年別にみると、
小01 生の段階から05 割程度もパソコンを利
用しており、低学年のうちから多くの子ど
もがパソコンに接触している。

C 家庭環境
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■図C－2　家族構成 
 

■図Ｃ－ 4　同居している人   

■図C－5　パソコン環境 
 

子ども 

配偶者 

配偶者の母親 

配偶者の父親 

あなたの母親 

あなたの父親 

あなたの 
きょうだい 
配偶者の 
きょうだい 

その他の人 

■図C－1　学校の設立地域  

埼玉県 　　千葉県　 神奈川県　 

■図C－3　同居人数 
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